





















































































DES ILES BO-NINとボニンを採っている（本文中では Bou-ninも併用している）11）。クラプロ
ートは 1832 年に『三国通覧図説』のフランス語訳を完成させている 12）。彼もまた Bonin
を採用したとの説 13）があるが、その根拠を知らない。
この間、ロンドンの地図出版アロウスミス（Arrowsmith）が太平洋海図を改訂し、1798 年











































1875（明治 8）年の小笠原には、父島列島 68名、母島列島 3名の総計 71名が居住して
いた。初期の日本人入植者は、収奪的な漁労採集に従事した。アオウミガメは乱獲により
減少したため、徐々に漁獲規制が強化された。固有種であるオガサワラクワ（オガグワと愛







日本人の入植がはじまって四半世紀を経た 1900 年には、居住人口は父島列島 2,503 人、



















列島 4,348 人、母島列島 2,109 人、火山（硫黄）列島 1,254 人の、合計 7,711 人であった。
現在の人口の 3倍である。加えて、父島・母島には 2万 1,000 名の小笠原兵団将兵が駐屯し
ていた。
敗戦までに、父島では 4,400 名の将兵が戦没している。母島は不明だが、戦没者の死因
が分かっている母島の独立歩兵第 274 大隊について見ると、総員 562 名のうち戦没 52名
（死亡率 9.2%）。そのうち戦死者は 7名、戦傷死者 1名に対し戦病死者が 44名。この戦病死
者のほぼ全員が、栄養失調症だった。島内各所にみられる塹壕等の陣地跡が、兵士の過酷
な労働を物語っている。ある兵士は生還時、身長 171 センチで体重 40キロだった 21）。ボ
































































































































































































１）小笠原村総合事務所、森林生態系保護地域入林講習会（2019 年 4 月）。









11）Nouveaux melanges Asiatiques, Schbart et Heideloff社 1829 年刊は、オーストリア国立図書館本がイン
ターネット公開されている。
12）ドベルグ美那子「仏訳『三国通覧図説』をめぐる諸問題─クラプロートの用いた原書を中心として」
有坂隆道編『日本洋学史の研究 9』創元学術双書　創元社 1989 年。
13）チャップマン「国家の周辺を問う：小笠原諸島民の国籍、戸籍、アイデンティティ」『比較日本文化研












23）2019 年 9 月村議会での答弁。
24）石原俊『硫黄島』中公新書 2019 年。
25）小西潤子「歌や芸能の越境とアイデンティティの創造」ダニエル・ロング編『小笠原学ことはじめ』
南方新社 2002 年。
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